






情  報  
1．平成18年度人文科教育学会研究会  




第2回研究会（平成18年6月22日，筑波大学教育学系大会議室）   
李 賢珍（筑波大学大学院）「コミュニケーション方略の明示的指導が学習者同士のタスク  
学習に与える効果一韓国入日本譜学習者（JFL）を対象に」  
第3回研究会（第41回人文科教育学会大会）  
（平成18年9月10日，於：筑波大学附属中学校）   
鈴木一史（東京大学教育学部附属中等教育学校）  




第4回研究会（平成18年10月26日，筑波大学教育学系大会議室）   
劉 貴君（筑波大学大学院）「日本統治時代台湾非母語としての『国語教育』の各段階」  
第5回研究会（平成18年12月7日，筑波大学教育学系大会議室）   
八木雄一郎（筑波大学大学院）「国語及漢文科における『国文学史』設置の意味」  
第6回研究会（第42回人文科教育学会大会）  
（平成19年2月17日，於：筑波大学附属中学校）   
山下 直（文部科学省教科書調査官）  
「あらすじ文に見られる『そして』の用法解析一学習者の実態  




1．本誌は，人文科教育学会の機関誌として，年一回発行する。   
2．本誌は，原則として本会会員の論文等を掲載する。   
3．本誌は，論文，翻訳，書評のほか，学会情報に関する記事も掲載する。   
4．投稿原稿の掲載の可否は，編集委員会の選考によって決定する。  






1．編集委員会は，会員の中から蔽会において選出された若干名の委員によって構成する。   
2．編集委員の任期は2年とする。但し，再任を妨げない。   
3．編集委員長は，編集委員の互選によって決意する。  
4．『人文科教育研究』投稿規定（平成2年9月8日制定、平成13年9月8日改正）  
1．人文科教育学会の会員は，本誌に投稿することができる。   
2．投稿原稿は，未発表のものに限る。   
3．論文原稿は，1ページあたり横43字×縦35行とし，原則として12枚以内とする。   
4．論文には，欧文のタイトルおよび氏名を付すものとする。   
5．投稿原稿には，氏名，所属，連絡先（電話番号も含む）を付記し，2部を人文科教育学会  
編集委員会（〒305－8572 茨城県つくば市天王台1一卜1筑波大学教育学系人文件数青学  
会）に送付するものとする。   
6．掲載された論文は，原則として，筑波大学電子図書館に登録するものとする。  
5．人文科教育学会規約細則   
昭和63年度第1号 過去2年間会費を納入していない会員は，納入するまで機関誌などの配布   
を受けられない。本細則は，昭和62年度と昭和63年度の2年間の会費未納者から適用される。   
昭和63年度第2号 会費を納入していない会員は，原則として，納入するまで機関誌への投稿  
ができない。   
平成2年度第1号 人文科教育学会からの退会を希望するものは，その旨を人文科教育学会事   
務局に申し出ることとする。なお，書式については任意とする。本細則は，平成3年度から   
適用される。  
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【人文科教育学会役員】（50音順）   
顧  問  倉 滞 栄 吉  
湊  吉 正   
会  長  桑 原  降   
車務局長  塚 田 泰 彦   
理  事  有 滞 俊太郎  
高 森 邦 明   外 山 滋比古  
甲 斐 雄一郎   川 口 幸 宏  
桑 原  隆   小 谷 悠紀子   首 藤 久 義  
塚 田 泰 彦   鴨 島  甫・常 木 正 則  
監  事  初 谷 和 行  
【平成19・20年度編集委員会】（50音順・○は委員長）   
○小川雅子・甲斐雄一一郎・上谷順三郎・高木まさき・寺井正憲・藤森裕治・柳滞浩哉  
【執筆者】（執筆順）   
小浦啓子（岩手大学）・画一夫（信州大学）・木村正幹川皮阜高等学校）・妹尾知昭（筑波大学大   
学院）・劉貴君（筑波大学大学院）・上松恵理子（新潟大学大学院／白根高等学校卜石塚修（筑   
波大学）・山下直（文部科学省）  
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